
様式第２号（第４条関係） ● ４段階評価結果 Ａ ： 上位目的である施策に貢献しているので継続する
Ｂ ： 事務事業の実施手法や環境（予算的・人的）に改善が必要

Ｃ ： 縮小等、事務事業としての見直しが必要

Ｄ ： 事務事業の廃止が相当

１■事務事業の概要

　 部
課

又は施設

②項

対象と
対象の数

２■事務事業実施の状況

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

活動実績
ａ（単位)
直接事業費
ｂ（千円）
人件費
ｃ（千円）

合計コスト
ｄ(ｂ＋ｃ)
（千円）

単位コスト
ｄ／ａ
（千円）

後期目標値
に対する達
成度（％）

３■事務事業の自己評価結果

単年度
担当課評価

１－１事務事業の
名称

桶狭間古戦場まつり開催事業（主要事業）

１－２担当 経済建設部 産業振興課 係 商工振興係 評価票作成者 産業振興課長補佐　商工振興担当係長　和藤健

１－３総合計画に
おける施策の体系

①節
都市基盤・産業振興 　③基本施策 　観光

産業振興

コード 3 3 4

「いきいきとした賑わいと活力あふれるまちづくり」 　④単位施策(中） 　イベントの推進 コード  3 3 4 2

3 3 4 2 1

１－４事務事業の
目的の精査

　県内外の人
意図（対象を事務事業によっ
てどのような状態にするの
か）

　「桶狭間古戦場まつり」が、豊明市の代名詞となっており大勢の観光客で賑わっている。

１－５事務事業の
内容

　三大古戦場のひとつである史跡「桶狭間古戦場」を観光資源として県内外にＰＲしていくため、桶狭間古戦場まつりを盛大に毎年実施していく。また、愛知県も武将観光に力を入れているので、愛知県とも連携してＰＲしていき
たい。

　⑤単位施策(小） 　まつりの充実 コード

２－１事務事業の
実施における基本
認識

事務事業実施にあたって心がけた改善の取組み 社会状況等の事務事業がおかれる環境把握 市民ニーズの認識

指標の説明

　桶狭間古戦場まつりの観客数（人） 30,000（人） 30,000（人） 　６月の第１土曜日・日曜日に開催される桶狭間古戦場まつり来場者数

　桶狭間古戦場まつり実行委員会を構成する各部会ごとに事業展開をしているが、各部会間の事業内容の調整を行っている。最近では、武将ブームということでこの古戦場まつりにも多くの方から問合せをいただいて
いる。
　桶狭間古戦場まつり実行委員会を構成する各部会ごとに事業展開をしているが、各部会間の事業内容の調整を行っている。最近では、武将ブームということでこの古戦場まつりにも多くの方から問合せをいただいて
いる。
　桶狭間古戦場まつり実行委員会を構成する各部会が企画実行する事業内容の調整を行っている。近年の武将ブームの影響から県内外からの多くの問い合わせに丁寧に対応している。市民からは、甲冑を着ての武者行
列の参加に、市民、地元子供会から多くの参加をいただき盛り上げている

　平成２０年度 　平成２１年度 　平成２２年度

２－２総合計画に
おける単位施策成
果指標

事務事業成果指標名 前期目標値(単位) 後期目標値(単位)

　平成２３年度 　平成２４年度 　平成２５年度 　平成２６年度 　平成２７年度

28,000（人） 28,000（人） 25,000（人） 27,000（人） 30,000（人） 30,000（人） 35,000（人） 38,000（人）

4,976 5,223 4,783 5,263 7,480 6,402 6,348

1,843 1,843 1,843 1,843 1,786

6,819 7,066 6,626 7,106 9,266

5,915

当たり

1,728 1,728 1,728

１人当たり　0.2 1人当たり　0.3 1人当たり0.3 1人当たり 0.3 １人当たり0.3 当たり

アウトプット実績（活動数値）の補足説明 直接事業費　市観光協会補助金12,500,000円のうち　古戦場まつり費として支出した金額　6,348,000円

人件費　3月　1人×5日×8h×3,000円＝120,000円　4月　1人×12日×8h×3,000円＝288,000円　　1人×10日×8h×3,000円＝240,000円　1人×5日×8h×3,000円＝120,000円
     　５月　2人×10日×8h×3,000円＝480,000円　1人×5日×8h×3,000円＝120,000円　６月　4人×2日×8h×3,000円＝192,000円　4人×1日×8h×3,000円＝96,000円　2人×3日×4h×3,000円＝72,000円

２－３成果指標に
係る活動実績とコ
ストの推移（アウ
トプット分析）

　平成１８年度 　平成１９年度

7,643 8,130 8,076

　平成２１年度 　平成２２年度

30,000（人）

1人当たり0.3 1人当たり0.2 1人当たり0.2

　平成２３年度 　平成２４年度 　平成２５年度 　平成２６年度 　平成２７年度

指標対応実
績（単位)

28,000（人） 28,000（人） 25,000（人） 27,000（人） 35,000（人） 38,000（人）

93.3 93.3 83.3 90.0 100.0

３－1　評価結果
(アウトカム自己分
析）

　平成１８年度 　平成１９年度 　平成２０年度 　平成２１年度

30,000（人）２－４成果指標に
対応する実績と達
成度の推移

　平成１８年度 　平成１９年度 　平成２０年度

　平成２５年度 　平成２６年度 　平成２７年度

100.0 116.7 126.6

Ａ Ａ

　平成２２年度 　平成２３年度 　平成２４年度

Ａ ＡＡ Ａ Ａ Ａ



４■新規事業

５■事務事業の総合評価結果

６■次年度事業への反映

３－２

Ａ

結果

　まつり実行委員会の後継者対策及び若者や多くの市民が参加できるプログラムについて検討されたい。平成25年度
総合評価の結果

審査会による改善方向の指示

新規事業

他団体等との協働の有無・協働主体

　桶狭間古戦場まつり実行委員会を構成する委員の後継者づくり
　予算の確保

事業実施により効果があったこと
　古戦場まつり史上最高となる来場者数を記録した。
　全国的な武将ブームにより県内外からの来場者に、桶狭間古戦場のまち豊明を広くＰＲできた。

市

　桶狭間古戦場まつり実行委員会構成部会との事業内容の調整
　武者行列部会における武者行列に係る通行規制に関する各機関（警察・国道管理事務所）との申請事務
　上高根警固まつり保存会の火縄銃発砲における火薬消費事務における警察との事務、調整
　合戦再現劇催行に伴う武者・姫の募集に関する市広報、ホームページの掲載
　高徳院会場において、スタンプラリー（名鉄ハイキング併催）参加者に対し抽選、記念品配布のための職員動員

ＮＰＯ・市民団体

　桶狭間古戦場まつり保存会・・・まつりメイン会場（高徳院会場）を区民、まつりボランティアを活用しての運営
　武者行列部会・・・まつりのメインイベントである武者行列、合戦再現劇の運営
　ハイキング部会・・・名鉄ハイキングと併催事業として、市内史跡の沓掛城址、二村台を巡るスタンプラリーを開催し、参加者へのおもてなしとして
　　　　　　　　　　　棒ジュース、みそ汁を提供

（　　　　　　　　　　）

事務事業の方向性
内容 Ｂ 改善

　まつり実行委員会の組織改革を進める。（舘地区外からの参画、一般公募による参画を検討する。）
　連携協力包括協定学校の参画を進める。（ステージイベント、武者行列へ多くの若者の参加を検討する。）
　芸能プログラムの改革を進める。（毎年慣例となっている出演者の見直しを検討する。）
　まつり1日目の霊前祭・墓前祭へ多くの市民が参列できるように催事内容の見直しを進める。（市民の歴史理解、郷土愛の高揚を目指す。）

　桶狭間古戦場及び市内史跡に関するＰＲ物品の提供
　古戦場に関する市民団体への参加広報（広報紙、ホームページ掲載）

ＮＰＯ・市民団体
　桶狭間古戦場まつり実行委員会を核とした運営、各部会との調整
　各部会による企画の提案

他団体等と協働し行った事業内容・
各々が担った役割

事業実施における課題

市

現状・課題

課題に対する改善策

事務事業の目的達成のためにできる新たな取組み
（可能な限り協働の視点重視）

　運営に係る地元区民から実行委員組織への参画を促す
　若年層が参加しやすいプログラムの企画提案

　市民協働による「古戦場のまち豊明」の情報発信とおもてなし事業

協働者となり得る主体・協働し担う役割

市民（個人・家庭） ＮＰＯ・市民団体 区・町内会 企業・農協・商工会 学校 国・県・市町 その他 なし


